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調査概要

• 岩手大学地域防災研究センターでは、台風19号の被害状況について、岩手
県山田町船越田の浜地区、宮古市山口公民館付近を流れる山口川、岩泉町
小本のおもと愛土館周辺等で調査を実施した。

• 山田町田の浜地区では、浸水した住宅地海側の盛土の排水機構などの確認
した．宮古市山口公民館付近で、山口川は暗渠化されており、暗渠の入り
口では塵芥が堆積し、周辺の道路冠水と家屋浸水の被害が発生している。
河川の状況を確認し、当時の状況について，住民の方から簡単なヒアリン
グを行った。岩泉町小本のおもと愛土館周辺の住宅地は、八幡宮周辺など
の山からの出水があり、家屋の浸水が発生している。八幡宮の横を流れる
沢の様子を確認し、当時の状況について、住民の方のお話を伺った。

• 調査した地点に関しては、暗渠部分を含めた小河川や排水路、側溝など
の処理能力を上回ることにより生じた内水氾濫が被害要因とみられる。ま
た短時間に沢を流下した水量も近年の大雨時より大幅に多かったことが想
定される（今回の調査結果は速報であり、詳細分析等により見解が変わる
可能性がある）。

• 今後は、他の地区における被害調査や岩手県内で甚大な被害となった2016
年（平成28年）の台風10号災害との比較等も検討したいと考えている。

• なお、次ページからの報告では、国土地理院の地図へ調査結果を加筆して
いる。



①山田町田の浜地区浸水被害
山田町田の浜地区では浸水被害のほか、斜面に広がる住宅地の西縁（防災緑地）に位置する盛土も被害を受けていた。
ちなみに、東日本大震災では、標高の低い海岸側の地区（写真手前側）が津波被害をうけたものの、昭和三陸津波後の高台移転

地の多くは被害をまぬがれている。



盛土の一部が崩壊し、水の流れた跡

崩壊箇所



床上浸水

盛土の上部から住宅地を撮影．崩壊した盛土周辺で床上浸水した家屋が見られる．



②山田町船越「鯨と海の科学館」西側 三陸鉄道の軌道（線路）被害
三陸鉄道（旧JR山田線区間）の岩手船越駅～織笠駅間、「鯨と海の科学館」西側の軌道（線路）において、盛土部分の道床流失

が見られた。また、線路に併行する道路をはさんで東側にあるボックスにおいては地下を流下する水の噴出痕がみられた。



海と鯨の科学館

① 軌道（線路）の盛土流出

②国道45号線，盛土の下を通る沢の上流

国道45号線

流れ方向

国道45号線と線路下の暗渠を通る沢が海と鯨の科
学館前の親水公園を流れている．
国道45号線と線路の間は低くなっており，漁業用
の作業小屋が地盤から約1.5m浸水している．

作業小屋



③山田町船越「鯨と海の科学館」西側 三陸鉄道軌道（線路）の被害



① 軌道（線路）の盛土被害



④宮古市山口地区山口川の越流痕跡
宮古市山口公民館北側の住宅街を流れる排水路のスリット（フィルター）にたまった塵芥（枯枝等）と越水痕。周囲の山地は花

崗岩が多くみられるため、越水した土砂には花崗岩の礫と花崗岩が風化した“マサ土”が多く含まれていた。



⑤宮古市山口地区山口川の障害物
宮古市山口公民館北側の住宅街を流れる排水路のスリットにたまった枯枝等塵芥。今回の台風19号災害発生前の状況は未確認で

あるものの、土砂の堆積によりスリットの上流と下流で河床の高低差がより大きくなっている。



山口公民館

慈眼寺

暗渠の開始地点

スリットによる塵芥等捕捉



①スリットによる塵芥捕捉

④暗渠開始地点

⑥暗渠終了地点

山口公民館

②湾曲・狭隘箇所の洗掘

③越流

⑤暗渠上の
グレーチング

① ②

③ ④

⑤ ⑥

暗渠開始場所のフィルターへの塵芥堆積により，上流部で越流した流れが道路
冠水，家屋の浸水につながった．



八幡宮からの土砂流出

参道の洗掘

小本地区の「浜の駅おもと愛土館」周辺が浸水した．主な要因は山（集落西斜
面）からの出水と見られる．
八幡宮の社横を流れる沢水が，参道を洗掘しており，参道入口の舗装された道路
部分まで土砂が流出、残されている．


